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の
軍
事
優
先
政
策
の
た

め
あ
ら
ゆ
る
苦
難
の
這
哭
歩
ま
さ
れ

た
．
昨
年
十
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
七

十
二
年
沖
縄
返
還
か
日
米
共
同
声
明
の

中
で
沖
縄
に
あ
る
軍
事
基
地
の
沖
縄
に

お
い
て
果
す
役
割
に
触
れ
て
い
る
点
で

県
民
は
強
い
疑
惑
と
不
安
を
も
つ
．

一
、
自
衛
隊
が
沖
縄
で
米
軍
と
同
居
す

る
こ
と
に
よ
り
、
他
国
を
刺
激
し
、
再

び
戦
前
の
い
ま
わ
し
い
浚
を
歩
ま
さ
れ

は
し
な
い
か
と
い
う
不
安
－
を
述
べ

た
．

　
こ
の
会
談
に
お
け
る
最
良
主
席
の
発

か
ら
七
〇
年
二
月
の
ニ
ク
ソ
ン
ド
ク
ト

Ｊ
ン
に
示
さ
れ
た
、
米
帝
の
ア
ジ
ア
か

ら
の
潮
時
的
後
退
の
鞭
を
受
け
て
、
日

帝
が
自
衛
隊
の
沖
縄
派
兵
に
よ
り
、
在

沖
米
軍
基
地
の
有
事
に
お
け
る
共
同
使

用
の
中
か
ら
、
日
似
合
米
反
県
会
階
級

同
極
の
″
生
命
線
″
と
し
て
、
更
に
は

日
韓
協
力
委
・
日
華
協
力
委
と
し
て
準

備
さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
�
由
貿
易
圏
）
構
想
に
向
け
た
盟

主
と
し
て
の
登
場
の
布
石
と
し
て
あ

る
。

一
　
ご
の
中
曽
根
訪
沖
と
時
を
合
わ
せ
た

前
衛
庁
の
「
自
衛
隊
沖
縄
配
備
計
画
」

。
の
発
表
は
、
″
防
災
″
自
衛
隊
と
し
て

　
の
ペ
ル
ソ
ナ
を
持
ち
な
が
ら
、
明
ら
か

　
に
そ
の
意
向
は
、
帝
国
士
薦
軍
隊
と
し

　
て
の
沖
縄
派
兵
の
一
良
踊
と
し
て
あ

　
り
、
帝
国
主
我
ナ
シ
ョ
ナ
刀
リ
ズ
ム
の

　
鼓
吹
を
通
七
て
Ｉ
－
国
民
的
合
意
」
を
と

　
り
つ
け
よ
う
と
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
曽
根
訪
抑
‥
の
中
で
、
日
帝
が
沖
縄

を
極
東
戦
略
の
反
良
心
髭
点
と
し
て
邑

辰
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
拡
骨
に
す

る
筝
に
対
し
、
今
年
十
一
月
十
五
日
の

国
政
参
加
選
奈
粉
砕
の
闘
い
を
・
拐
え

て
、
復
贈
漂
一
剣
の
脱
落
の
中
か
ら
、

四
・
二
三
竺
ス
ト
、
毒
ガ
ス
撤
去
闘

争
を
闘
う
中
で
、
既
成
革
新
を
乗
り
平

え
闘
い
の
展
開
を
開
始
し
た
同
盟
労
組
・

に
見
ら
れ
る
様
に
、
沖
縄
に
お
け
る
闘

う
邱
分
の
連
動
は
、
日
帝
の
最
も
鋭
利

な
策
謀
の
突
出
の
中
で
、
高
揚
の
き
ざ

し
を
み
せ
て
い
る
。

COMP1
'Ｓ

WANAMI

こ
こ
に
、

英
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
鍵
が
あ
り
ま
す
・

（
ぶ
真
は
実
物
の
約
且
ご

■ ･ j ･ ■ . - j a ・ － I ・ ■ ･

押
繩
派
兵
内
容
を
公
表

ア
ジ
ヘ
ア
反
革
命
軍
隊
の
確
立
ヘ

　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
一

戻
の
沖
縄
防
衛

こ
め
自
民
党
国
防

こ
ａ
瑞
四
十
六

￥
慄
措
置
と
し

茄
し
て
要
求
す

ヨ
で
に
、
こ
の
防

　
防
衛
庁
の
宍
戸

蚕
の
沖
縄
交
渉

・
チ
ス
中
将
と
の

は
固
ま
っ
て
い

首
衛
隊
が
西
部

匯
と
し
て
地
域

災
害
派
遣
な
ど

廼
科
な
ど
千
百

涵
と
那
覇
空
港

莱
軍
の
車
両
集

擲
上
自
衛
隊

嚇
し
ょ
う
戒
・

８
担
当
の
た

一
、
帰
海
艇
二

ｔ
陸
艇
二
或
か

Ｐ
２
Ｊ
対
癈
し

函
隊
を
配
備
す

一
世
保
地
方
総
監

一
空
集
団
司
令
部

‐
‐
、
沖
縄
で
の
部

隊
本
部
は
勝
連
半
島
の
ホ
ワ
イ
ト
・

ビ
ー
チ
軍
后
に
厘
か
れ
る
予
定
、
航

空
侵
犯
に
対
話
す
る
Ｆ
Ｍ
Ｊ
ビ
ッ

と
戦
闘
機
二
｛
五
機
及
び
航
空
救
難

隊
な
ど
約
手
三
百
人
、
部
隊
は
航
空

混
成
団
と
し
て
那
覇
空
港
に
配
備
さ

れ
航
空
司
令
部
の
指
揮
下
に
は
い
る

！
と
い
う
も
の
。
防
衛
庁
は
今
回
の

自
衛
隊
配
備
計
画
を
、
返
還
時
か
ら

六
方
月
以
内
に
終
了
す
る
暫
定
的
な

も
の
と
し
、
本
格
的
な
沖
縄
防
衛
計

画
は
四
次
防
（
四
十
七
－
五
十
一
年

度
）
で
す
す
め
る
と
し
、
更
に
、
こ

れ
に
は
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
、
対
空
ミ

　
ザ
イ
ル
網
の
引
継
ぎ
に
必
要
な
部
隊

　
の
増
派
な
ど
胞
呈
れ
て
い
る
。

日
帝
は
、
こ
の
防
衛
計
画
を
、
災
害
防

備
の
名
を
借
り
て
、
公
然
と
表
明
し
て

い
る
が
、
自
衛
隊
の
沖
縄
配
備
に
よ
る

安
保
の
太
平
洋
圈
へ
の
広
が
り
と
、
自

衛
隊
の
ア
ジ
ア
反
差
命
軍
隊
と
し
て
の

確
立
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
り
、
更
に

は
、
中
曽
根
目
主
防
衛
構
想
に
す
で
に

表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
常
備
軍
↓
沖

縄
派
兵
↓
国
進
軍
と
し
て
の
海
外
派
兵

の
一
翼
と
い
う
方
向
の
段
階
的
実
図

の
踏
出
を
は
っ
き
り
示
し
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

岩
波
英
和
辞
典

島
村
盛
助
・
土
居
光
知
・
田
中
菊
雄
著

学
問
的
に
信
頼
で
き
る
使
い
や
す
い
辞
典
。
学
問
的
正
確
さ
を
重
視
し
、
い
わ
ゆ

る
Ｏ
Ｅ
Ｄ
中
心
主
義
の
方
針
を
僧
底
さ
せ
、
ざ
ら
に
日
本
の
学
習
者
を
考
慮
し
つ

つ
、
簡
易
化
し
た
権
威
あ
る
辞
典
。
ク
ロ
ー
ス
装
六
三
〇
円
／
総
革
装
ハ
○
○
円

票

斎
藤
秀
三
郎
著
　
豊
田
実
増
補
　
　
Ｂ
６
判
・
一
五
〇
〇
円

軌
一
語
・
用
例
を
豊
富
に
収
め
た
英
語
辞
典
界
の
古
典
的
至
罵
独
創
的
な
編
集
、

豊
富
な
熟
語
・
用
例
、
基
本
語
の
詳
細
な
説
明
、
円
熟
・
的
確
な
訳
語
。
文
字
・

か
な
づ
か
い
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
広
く
愛
用
さ
れ
て
い
る
名
著
で
あ
・
る
。

岩
波
ロ
シ
ヤ
語
辞
典

八
杉
貞
利
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
Ｂ
６
判
こ
六
〇
〇
円

研
究
者
に
も
初
学
者
に
も
使
い
や
す
い
最
高
水
準
の
辞
典
。
新
し
い
ソ
連
各
種
の

辞
典
に
拠
っ
て
、
未
収
の
一
般
語
は
も
ち
ろ
ん
、
新
語
、
科
学
技
術
・
宇
宙
関
採

用
磯
略
語
な
ど
妁
五
千
語
を
加
え
、
一
層
の
充
実
を
期
し
た
増
訂
版
。

岩
琴
甲
国
語
辞
典

倉
石
武
四
郎
著
　
　
　
　
　
　
　
小
Ｂ
６
判
・
一
五
〇
〇
円

中
国
語
学
界
の
一
大
金
字
塔
－
世
界
に
先
駆
け
る
画
期
的
新
辞
典
。
こ
と
ば
の
辞

典
の
立
場
を
徹
底
さ
せ
、
語
彙
は
ロ
ー
マ
字
綴
句
の
順
に
な
ら
べ
、
ア
ク
セ
ン
ト

を
明
示
し
た
。
星
き
呉
現
代
中
国
語
の
研
究
と
学
習
に
最
適
で
あ
る
。

岩波書店

東京千代田－ツ構/振替東京26240

イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
援
助

反
革
命
政
権
を
テ
コ
入
れ

三
国
の
右
派
ボ

に
対
し
、
「
経

の
名
目
の
も
と

に
無
償
供
与
、
長
期
円
借
款
を
具
体
化

す
る
た
め
、
経
済
調
査
団
を
ベ
ト
ナ
ム

に
派
泄
し
た
プ

ト
ナ
ム
に
．
つ
い

こ
の
経
済
援
助
は
、
べ

ん
が
い
計
画
、
カ
ン
ト
火
力
発
電
所
建

設
、
ダ
ナ
ン
港
改
感
な
ど
総
額
三
千
万

／
の
長
期
円
借
款
、
カ
ソ
≒
ソ
ア
に
つ

い
て
は
、
二
百
万
ぐ
の
緊
急
無
償
供
与

四
千
万
／
の
長
期
円
借
款
を
内
容
と
し

て
い
る
。

日
米
共
同
声
明
が
打
ち
出
し
た
、
日
米

両
帝
国
七
二
我
の
東
南
ア
ジ
ア
反
反
命
体

制
再
編
は
、
発
表
さ
れ
た
「
沖
縄
防
衛

計
画
」
に
よ
る
軍
票
的
側
面
を
含
め
、

現
在
、
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
日

舞
台
太
の
極
東
反
反
面
の
路
線
を
ほ
ぼ

確
定
し
た
日
本
帝
国
主
我
は
、
さ
ら
に

イ
ノ
ド
シ
ナ
ー
マ
ラ
ぶ
溢
映
に
七
〇

年
代
戦
略
の
製
を
確
立
せ
ん
と
し
て
お

り
、
「
採
算
面
」
か
ら
反
対
す
る
民
間

資
本
を
お
し
き
っ
て
、
こ
の
援
助
を
強

行
て
る
欄
え
で
あ
る
。
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司
朗

「
羅
剖
蕩
尽
海
淵
、
忌
辰
０
コ

ｔ
。
寸
言
ふ

－
１
１
ｙ
゛
ヤ
ー
ー

i蚕加ぐ

こ咎

弓
居
留
Ｓ
Ｇ
Ｅ
一
一
コ
。
１
５
;
)
７
Ｑ
７
Ｆ
￥

０
ユ
り
澄
習
習
返
戻
浴
嘩
中
｀
匯

帰
国
蚕
｀
利
光
湖
面
」
ｙ

。
雲
忿
面

コ
日
ｙ
小
目
＋
｀
一
昭
ぷ
勁
ｍ
苧
柵

悲
回
章
否
瘍
夏
国
ヽ
氾
盲
簒
刄

嗇醵聡笛日8L｀国苓日1L

～軍習禦眼恥箆[｀冰碧眼莫

　
　
　
　
。
妥
丿
思
司
邨
糎
章
摺
伺

別
仔
労
０
聡
惣
温
海
、
Ｑ
壁
遥
昿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ぷ
９
９
｀
ｙ

6
4
r
l
ィ
コ
「
ｚ
茶
所
唱
蜀
昌
Ｔ

　
ｙ
ｑ
？
尽
弓
９
＠
嘔
低
Ｔ
乙

ぶ
Ｅ
乙
愕
ぢ
享
低
な
口
、
Ｑ
９

ｄ
「
回
ｗ
ｗ
」
ｏ
ｙ
壽
尽
笛
前
辰

浦
怒
昌
函
印
ｙ
ｑ
Ｒ
殼
拷
逗
一

葉
ぶ
Ｙ
国
・
中
、
Ｙ
溥
勝
日
刄
｀
応
召

ｄ
悪
邸
Ｑ
９
￥
９
？
ａ
ａ
一
「
脳

両
J
F
h

7
f
¥
「
刄
笛
」
ヨ
ぼ
Ｉ
ヨ

ほ
辰
、
別
郭
琢
９
ィ
ヨ
し
｛
Ｒ
孚

S
S
I
>
j

。
6
j
c
l
H
誓
Ｔ

乙
Ｅ
乙
ヅ
な
骸
以
￥
ご
｝
　
、
、
”
一

ｎ
鮑
頑
晋
一
Ｙ
、
召
ａ
巾
０
コ
。
４

y
l
‘
(
M
I
;
駆
狸
導
弐
召
○
Ξ

こ
忌
房
珊
喩
激
賛
昌

　
簾
紺
刄
笛
硲
駆
ｔ
蕪

　
。
゜
ｃ
６
冷
吋
い
弓
Ｅ
り
訪
昌
貿

”
’
一
ｑ
？
い
照
応
翁
ヲ
Ｔ
ぷ
Ｅ
Ｊ
４

Ｚ
包
～
字
延
孚
趾
冒
阻
勝
訟

刄
蚕
苓
ヱ
官
ま
墨
烈
こ
覆
墾
雲

客
工
篇
斟
￥
９
λ
ｙ
Ｆ
乙
ギ
ム
・
掌

l
l

J
I
;
l
e
4
j
霖
一
言
竹
。
コ
‘
球

Ｒ
蚕
２
溜
涙
￥
ぶ
諭
照
答
、
Ｑ

？
コ
？
Ｆ
昌
？
包
ど
９
双
海
鳶

・
応
弓
ぶ
治
φ
奮
丞
聾
仙
王
昌
弧

曇
ヽ
剔
旛
菱
波
鰹
屋
う
砂
中
孝
「
苧

○
笞
雄
」
９
ふ
琲
国
司
汽
一
お
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
９

り
硲
ぶ
茅
感
量
尋
０
口
前
Ξ
エ

回
工
慨
一
Ｗ
石
涵
￥
ヽ
り
蜃
コ
″

鴇
印
焉
昌
６
ミ
丑
港
忠
悪
霞

Ｒ
コ
‘
り
片
蛍
妥
？
笠
・
刊
弧
一
￥

i
l
C
f
ィ
誰
祭
訟
口
笛
Σ
り
双
邸

冨
襲
召
蒼
忿
否
応
４
吃
咽
冒
Ξ

剔
苧
超
涸
￥
ｑ
征
コ
リ
コ
。
ほ
ど
９
『
｀

O
d
g
Q
2
J
7
1
ィ
ー
・
’
で
ぢ
づ
４

泌
総
高
京
弓
均
ぼ
・
逝
�
否
ぷ
糞
軍

か
狸
０
回
禰
圓
｛
弐
両
謔
昌
５
誰
中

次
罷
９
嬰
首
臆
昌
ご
郊
晋
①
一
波

擢
９
芒
。
『
』
０
ユ
ｎ
…
審
丞
男
鰐
＠

ｃ
Ξ
混
孤
稲
で
こ
９
書
斎
Ｏ
Ｙ

士
巧
ユ
回
生
Ｇ
、
到
低
ま
φ
享
享

刄
鴉
ｔ
波
禰
？
今
西
出
謳
「
宗
尿
苓

9
1
一
雄
旗
」
・
「
葦
屋
宛
毘
蛮
呑

尽
ふ
」
・
［
只
資
椎
忿
蜀
Ξ
巫

苓
９
心
‘
故
］
　
ひ
ニ
　
・
コ
蜂
気
ご
源

n
＆
|
雲
当
日
回
＋
石
＠
･
r
g
M
4

享
慰
鴛
毎
圓
Ｙ
緊
迦
涵
￥
ヽ
「
’
一
ｑ

奮
御
灸
笛
一
Ｑ
圓
、
孤
蕃
｀
采
「
筆

司
苑
懇
旱
熹
公
一
遮
罰
二
郊
箸
」

　
鱗
茎
ｉ
喬
０
び
範

雁
聊
蛍
啄
蔓
囲
岬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
Ｑ

Ｑ
４

７
４

４
Ｓ
ｙ
Ｑ
Ｃ
Ｓ
４

乖
劈
苔
勁
零
呑
斑
剔
酋
ｙ
剔

ｄ
ｃ
４
ｎ

ｌ

ｙ

ｉ
ｃ
Ｎ
￥
４
３

珊
匠
０
コ
、
兌
馮
孤
塁
芯
函
5
:

り
？
専
原
石
琢
ぷ
（
砥
君
乙

葡
庸
０
吃
至
旋
回
借
儒
蔀
（
ぶ

次
９
混
一
９
諮
后
ヱ
ご
罰
混
６

ｙ
配
慰
狸
乞
歯
￥
夭
温
乖
犀

雁
缶
笏
防
貧
毎
ご
マ
焉
照
嘉

謎
謎
・
冥
泄
混
二
回
心
房
～
享

“
1
“
“
“
”
1
“
’
“
‾
“
’
I
I
’
1
1
r
’
y
=
l
s

一
回
こ
蜃
留
置
一
粟
・
膳
．

鵬
訟
謹
塁
な
ぶ
唇
蓉
５
冰

　
、

臣
要
談
昌
ｑ
ｔ
Ｉ
ｙ
￥

忿
怒
忿
＆
附
置
渠
珊
＠
恩
師

ｗ
ｃ
Ｏ
イ
「
３
昏
乙
刄
婢
ふ

吸
筒
必
用
”
呪
ｑ
ｌ
忿
司
コ
扉

冶
９
９
９
息
屡
温
帯
穴
．
盾
Ｔ
」

９
竺
ゴ
震
蛮
蕗
蜃
ａ
蛍
廠

匯
回
恋
蓉
掌
霖
丿
遥
慾
罫

　
、
兌
脊
惣
晃
昏
一
差
ぼ
逗
蕩
逗

９
者
謬
泡
雪
６
一
涯
逗
５
．
９

Ｓ
嗇
鴛
瓦
．
海
原
’
』
徊
Ｒ
蚕
Ｙ
駒

Ｔ
‘
Ｓ
‘

Ｓ
‘

（
‥
｀
‥
ｙ
（
ぃ
ら
（
じ

(求)ZZ

(回)61

01

0T

2T

a

lT

(琴)

四
叫lf

　　　　　　　葛切旱防:石一切　　呈同刄峯仔猫一男
　　　　師岑原石雄藩憲一雄　　哨沓鴎呈旱訪面一面
　　　　　同一迎倫甜擢沓随ぼ聡蒔一肩　　濤菰一蓮
　呈同家聡－E具　　珊珊９享圖こ嘔賢妬９ｇば醤一誉
　　　呈節宍勣　　Ｙ冊吊吐晦娶取一涙　　￥窮一又
尽奮柵寡藷恥一恥　　呈節一節　　呆同勁滴爰石一石

〃ほ

　
　
　
゜
Ｃ
φ

r
i
(
I
S
@
n
l

a
4
G
H
6
1

０
緊
珊
脆
賀

旧
著
、
ら
ぶ

圓
阿
ｙ
・
図

士
＋
随
奪

回
９
。
ぶ
遠
忌

輦
乖
孝
「
蔀

S
圈
汐
篁

9T

eT

OT

OT

gT

H

8T

Og

00

00

0g

oe

00

00

0e

og

oe

　　゛ぶ/1哨:雌Ｓヨ髄昏圓￥玖Og’9‘a

　　　　　　　一価害苓海部案1Ξ19Z‘IS

　　　　　　　可T§11£j!:延ＳＴ卯双91｀Z’a

　　　　可TI勁ly瑞恵画:S:￥憲６‘ｌ°６Ｓ

　　Ｓ¥!柵斐一石剱傀系!匹画￥ｇＺ’９‘ａ

　　　　　　　　Ｑ哨１－￥ｚ･４ｙｚｚ’９’ａ

　　　　ｙ一別蚕苔￥￥Ｓ沓目gZ‘6’a

　づ　　　　こIT召SIぼ滅城ｙ￥鳶ｇ’８’ａ

　㎜　　　　■　Ｉ．　　　　　　　･ｊ．|　　．　　　’･． 　でF‘I･1,‥‥‥‥‥　　‥‥曲浦７一口ir’-……=~-･゛･－

　　　　　　゛ぶ/1rな:|lfm知1ぶ督ZZ’6･S

　　　　　　可rlllj－/lyS匍圖9Z°OI‘8a

　　　一価一一恵一劇画葡￥京9z‘II’a

一価「琴￥皆様Ｍｓ篠准」￥鳶6z･9‘a

　　　犬　　　゛φぞ￥豪�:旦OZ’6sa

　　　　　　　　笛髄寮掴躯￥京2,゜jp’a

　　　(￥京)一孤斐

　　(￥京)聊Ｓ祐泰

　　　　(卯双)Ｙ？

　　　　(￥冰)Ｙ？

(霧g・:Sljl)求卿一口錨

　　C倫�)￥蒙自由

　　　　錨由・4=11薔

　　(￥鳶)濾2劃一叙

珊一面幕妬

聡・%・苓

　　　車

弓
票

単･警・S･

師弓鮑IZ

４　(一一):幽家φ宙

(趾1・凛)御忌・74=1!:

　　(￥趾1)鏑豚巾庄1

　(￥冰)砥4xf・μ巾

　(咄・双・凛)９９

　　(￥凶)一票初詣

　　　　(笛車)冨田ま

(4:宣)球￥･一睡1･＆嗇

褒一面冪僣著

･･,･.J｀　j'r･

い
．
単
冒
衰
晋

笥・禰

･４召Ｊ
fl琢啓一ｌ

琥垂垂愉

一昔Ｙ遡

４
ｊ

　
４
｀
晋・冊

!吸

●111.

:eS

!...･･.'･，

1.1.‘･.･

1.1,11

ご
　
ｔ
よ

～

り￥ｆ

―

ふ

。



乙

・ －

4i爾1
　°い

へ
の
総
決
起
を
訴

　
（
と
う
な
い
つ

一
憲
粉
砕
へ
向
け
て
し

皿
塚
闘
争
勝
利
の
成
果

一
に
還
元
す
る
こ
と
こ

四
日
本
帝
国
主
義
と
民

に
勝
利
す
る
唯
一
の
直

毅
然
偏
が
汰
失
敗
し
。

娑
認
め
ざ
る
を
得
な

官
民
兌
は
、
十
月
三
日

一
の
適
用
を
打
ち
出
し

法
の
瓢
が
見
え
、
千
葉

員
会
の
無
能
さ
が
暴
露

認
蓬
設
そ
の
も
の
が

横
に
陥
っ
た
政
府
Ｎ
公

地
取
得
に
関
す
る
特
別

用
に
ふ
み
き
っ
た
の
で

ま
さ
に
革
命
的
友
翼
に

防
法
攻
撃
と
同
質
の
攻

と
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

、
緊
急
性
の
判
断
を
Ｉ

（
政
府
Ｈ
望
器
団
）

発
動
を
も
っ
て
土
地
収

・ ’
こ
と
は
、
プ
ル
ジ
ョ

も
ぶ
ち
破
る
攻
撃
で
あ

屑
た
る
土
地
政
用
委
員

肝
が
握
る
こ
と
は
、
プ

販
を
支
配
階
級
自
ら
破

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
日

恋
機
の
衷
現
で
あ
り
、

あ
る
。

を
完
全
に
葬
り
去
っ
た

今
後
、
国
家
権
力
の
全

嘱
複
発
動
粉
砕
へ
と
飛

臓
民
闘
争
、
基
地
闘

の
天
王
山
に
位
置
す
る

苛
国
主
瀧
打
倒
の
巨
大

だ
ろ
う
。

戻
対
同
盟
大
勝
利
の
報

Ｗ
士
忍
草
母
の
会
の
代

一
じ
た
。
屡
戻
に
む
せ

・
反
対
同
盟
の
皆
様
、
大

つ
ご
ぶ
い
ま
す
」
と
箆

皿
す
。
Ξ
日
間
の
闘
い

Ｘ
だ
影
響
は
き
わ
め
て

曙
君
／
こ
の
全
国
の
戦

Ｗ
を
、
一
点
、
強
権
発

‘
X ’

j
:
!
¥
7
1
T
’
　
］
〕
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l

　
　
｀
．
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

蓼
自
利

創
愈
が

産
学
統

工
；

歯

で

暦

　塁

精

精
の

四B

樺..太
佳居

イ
民

ア
と

ヌな7i昌忿怒

具=･　讐盆讐丿念跨
山本祐弘著　ａ６・価780円雫yo円

日本の民家
今和次郎首

建築学入門
原沢重曹著

工業地計画論

住　　居

紺野　昭著

　学

吉阪隆正著

とア
史

り
歴

チ
の

ン
具

イ
家

東京都中央
振替東京

山本祐弘著

区入船町
130480

試案笏究め名著ともヽで

好評だったものを読者

の強い要望により久方

ぶりに刊行したもの

Ｂ６・佃1000円〒90肖

勿めで捷集会學1さ大め

ために広い視野と科学

的立場からわかりやす

く解説したものである

Ｓ６・価460円甲70円

本書ほ工業立地詐害の

正しぃあり方について

都市計画上の問魅とし

てとらえ解説するもの

Ｓ５･価5000円〒100円

‘すまい。きほかえた!

ろうか？その本質を追

求し住居を正しく理解

しようとする好個の書

Ａ５・俑950円〒90円

インテリアの意味を正

しく理解するために西

洋家具のうつりかわり

を平易に解説した好著

Ｓ６・価650円〒70円

相模書房

新時代を担う情報工学へのアプローチ.芦

Ｆ　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　－　　心/　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　F/

　　　　　　-　●r●　　　　　　　　　゛f.
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①情報回路論(1
　｀抜灸　趣崎昿・樹下行Ξ・白川助共著加･Ａ Ｓ４９４買ﾉ￥tl魯●

瞥埋回路理論、グラツ理論とその応剤についッ゛．妁半々の紙数をさ

き随所にその例題をあげ、各章末には多く.の問題をのせて学習の徴
迦を図ぅてある．とくにグラフ理論は類書が少なく貴重である．

評厩
Ｊ　　　　　　　　　　弓仝。　名火・工博　福村晃夫著清　幸艮　泥琶　μ閤　　　知,A

5 ･310頁/￥1300

⑨情報システム論ｏ以傀ぶ四

⑩電子計算機（1）“本ｎ昌なり温
　-こｺﾝﾋﾟｭヽ一ﾀの実際-

衝 撃 塑
Ｊ

学
扁標準電気工学講座3
電子回路借宍装）

電気機械

Ｎ ，'クり

横浜国大
　　●･Ａ
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0
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４
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崎
／

ス
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５

山梨大相川･押山･辻井共著

　　　　加･A5/￥1200

中央大　猪狩武尚著

　　酔･A5/￥1200

図　学　演　習。JSこ２

登礎無力こ子･．ｎＪａ
マコロナ社訂腎％霖にｔ?

学習,研究,技術開発に定評凌
Ka99kushals
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をマスターして行って下さい

ﾉり¶松本亨システム･英会話
自然科学・社会科学と分野別に世界の話題をとらえ，外人専門家11人を動

員，会話の基礎となるヒア゛リングを完全にマスターできる画期的松本亨シ

ステム・カセット・テープ.ダ　●カセッ1･S佃・24レッスン

●英文テキスト・和文解説書各’ｓ暴　●●料濤削24o間（カタログ急進）

定評ある教科書･参考書

有機化学反応における溶鴇;効果=18oo円

　　　　　　　内丿燃機関工学15oo円

　　　　　　　　振動の工学2ooo円
　　　　　　　　電.析と腐食9oQ円

半導体電子工学教科書シリーズ

　　　　　　　半導･休lの物理950円　トランジスタの物理回路モデ1･レlo50円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　㎜--W･-　　　　　　トランジスタ論理回路9oo円

トランジスタ回路ハンドブyク8oo円

]ﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｻｲｪﾝｽ･シリーズ

　　　　　　システム・シミュレータ1600円
オンライン･リフリレタイム･システムの設剖‘1900円

　　　　　　数値急劇卸のソフトウェア1600円

　;鉄鋼l業のコンピュータ・コントロール18oo円

　　　　　　　　オンライン端末装置1100円

　　　　　　　f削吸処理と統計数理24oo円

　　尚　　リアルタイム予約システムIS00円

　　　　　オペレーティング･システム1700円

　　－　　　　　　試験:デ;一タj処理950円
　　　　言t鶯丿睡1斉の手i去とプログラム12oo円
i illi業図書東京都千代注1区外神田1-4-21�(253)7821

極式会社好学社:昌znu;犀昌






